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論文要旨: 
 荷電パイ中間子の崩壊分岐比の比 Rπ=Γ(π+→e+νe(γ))/ Γ(π+→μ+νμ(γ))を

0.1%よりも高い精度で測定することを目指したPIENU実験がカナダのTRIUMF研究

所で 2012 年まで行われた。Rπの精密測定は電子・ミューオン普遍性の破れに感度が

ある。特に、標準理論を超えた擬スカラー作用が存在すると、Rπが理論値から大きく

ずれ、さらに、0.1%の測定精度で 1000 TeV の擬スカラーのマススケールにまで感度

が上がる。 

 私は、2010 年及び 2011 年のビームタイムで得られたデータの解析を行い、全ての

系統誤差の評価を行った。その結果、Rπの相対誤差は 0.15%にまで改善が期待される

ことが分かった。 

 本公聴会では、解析方法、結果、理論的考察及び今後の展望について議論する。 


